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グワース氏がJournal of the North China Branch of the Royal Asiatic Society（上海）に書いたゲームのルー
ルに関する短い記述［ボードとルール，棋譜の説明のみの記事］以外にも，Ｋ．ヒムリー氏による 2 つの記事が
ある。つまり，1869年の『ドイツ東洋学会会報』第24号に掲載された「中国人のチェス・ゲーム」［Himly 
1870a］と，おもにその歴史とヨーロッパのチェスとの関係について考察したJournal of the North China 
Branch of the Royal Asiatic Society第 6 号所収の“The Chinese game of Chess as compared with that 











右に関しては 9 列，全部で90 ヶ所にコマを置くことができる。16個あるコマは，我々のコマとたまたま
同じものもあるが，配置はまったく異なる。ヨーロッパのゲームと同じなのは，2 つのルークと 2 つの
ナイト，2 つのビショップ，そしてキングである。しかし，クイーンは存在せず，ポーンは 8 つではなく
5 つだけで，逆に，中国のゲームに存在する 2 種類のピース［仕・士と炮］が我々にはまったく欠けている。
　陣形については，上記の図 1 を見れば明白である。キングは最終列の中央に位置し，その脇に「大臣
［Minister］」がある［仕・士のこと。今日のドイツ語圏では「相」が“Minister”と呼ばれる 4）］。それから，我々のチェス






































とに由来する。したがって，ナイトの前にコマが 1 つあれば，それだけで 2 方向への動きを封じること
ができる。例えば，Ｂ 1 にある馬は，Ｃ 3 やＡ 3 には進めるが，Ｄ 2 には移動できない。中国人は，馬の














































てあり，したがって我々にとってのＡ～Ｉが 1 ～ 9 となる。ポーンとルーク，砲，キングに関しては，
元々あった列と何列分前進，後退したかを表せばよい。例えば，車一進二（chü-i-chin-êrh）は，第 1 列
のルークが 2 列分前進したことを表しており，つまりＡ 1 －Ａ 3 である［チェス式の棋譜表記で「Ａ 1 のコマを
Ａ 3 へ」の意］。この表記方法では，どのコマがどの交点にあるのかを読み手が分かっていることが前提と
されているが，1 つの列に同じ種類のコマが 2 つあると見分けるのが難しい［「前車」「後車」など「前」「後」を
つけて呼びわける］。水平方向への移動に関しては，動いた列の数ではなく，移動したあとの列にふられた
数字で表す。例えば，将五平六（chiang-wu-p‘ing-liu）は，第 5 列のキングが第 6 列に動いたことを表し
ており，つまりＥ 1 －Ｆ 1 である。その他のコマ，ナイトと大臣，象は，常に元あった列の数字と動いた
方向で表される。例えば，象九退七（hsiang-chiu-t‘ui-ch‘i）は，第 9 列の象が第 7 列に下がったことを表
しており，つまりＩ 3 －Ｇ 1 である。馬二進三（ma-êrh-chin-san）はナイトＢ 1 －Ｃ 3 の意。馬二進四







































































　［黒先］1．Ｃ 7 の砲をＦ 7 へ，チェック（Ｆ 3 のポーンでメイトになることを防ぐため，砲を捨てる） 
Ｆ 8 のルークをＦ 7 へ，取る　2．Ｃ 6 の砲をＦ 6 へ，チェック　Ｆ 7 のルークをＣ 7 へ（Ｆ 6 の砲を取
ることもできたが，Ｃ 5 のルークを狙うほうを優先した。黒はいまだにポーンによるメイトの危機にあ
るからだ）　3．Ａ 3 のルークをＦ 3 へ，取る　Ｃ 7 のルークをＣ 5 へ，取る（Ｃ 1 の象を脅かし，メイト
を狙う）　4．Ｃ 1 の象をＥ 3 へ　Ｃ 5 のルークをＢ 5 へ　5．Ｆ 6 の砲をＣ 6 へ，ルークによるチェッ
ク　Ｂ 5 のルークをＦ 5 へ　6．Ｆ 3 のルークをＦ 5 へ，取る　Ｇ 5 のポーンをＦ 5 へ，取る　7．Ｃ 6
の砲をＥ 6 へ　Ｅ 2 のポーンをＤ 2 へ　8．Ｆ 1 のキングをＦ 2 へ　Ｇ10の砲をＧ 4 へ　9．Ｅ 3 の象
をＣ 5 へ　Ｇ 4 の砲をＥ 4 へ（Ｅ 9 のポーンを脅かす）　10．Ｅ 6 の砲をＦ 6 へ（Ｅ 4 の砲による攻撃を
妨げる）　Ｆ 5 のポーンをＥ 5 へ　11．Ｅ 9 のポーンをＤ 9 へ　Ｅ 4 の砲をＣ 4 へ　12．Ｄ 9 のポーン
をＥ 9 へ　Ｃ 4 の砲をＣ 1 へ　13．Ｂ 8 のポーンをＣ 8 へ　Ｃ 1 の砲をＣ 8 へ，取る　14．Ｉ 5 のポー
ンをＩ 6 へ　Ｃ 8 の砲をＤ 8 へ　15．Ｉ 6 のポーンをＨ 6 へ　Ｄ 8 の砲をＤ 4 へ　16．Ｈ 6 のポーンを
Ｇ 6 へ　Ｄ 4 の砲をＥ 4 へ　17．Ｅ 9 のポーンをＤ 9 へ　Ｆ10のキングをＥ10へ　18．Ｇ 6 のポーンを
Ｇ 7 へ　Ｅ 5 のポーンをＦ 5 へ　19．Ｇ 7 のポーンをＦ 7 へ　Ｅ 4 の砲をＢ 4 へ　20．Ｆ 6 の砲をＥ 6
へ　Ｆ 5 のポーンをＦ 4 へ　21．Ｆ 7 のポーンをＦ 8 へ　Ｂ 4 の砲をＢ 2 へ，チェック　22．Ｆ 2 のキ
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Ｆ 3 のポーンをＦ 2 へ　24．Ｆ 8 のポーンをＦ 9 へ　Ｂ 2 の砲をＢ 1 へ（Ｅ 2 にポーンを進めてチェッ
クをかけた後，Ｄ 1 にもポーンを進め，メイトを狙う）　25．Ｃ 5 の象をＥ 3 へ（Ｅ 6 の砲でＥ 2 をカバー
する）　Ｂ 1 の砲をＢ 9 へ　26．Ｅ 6 の砲をＥ 9 へ　Ｂ 9 の砲をＥ 9 へ，取る　27．Ｅ 3 の象をＣ 5 へ
（Ｆ 9 かＤ 9 のポーンでＥ 9 の砲を取れば，黒の即詰みとなる。キング同士が直面してはいけないという
ルールがあるため，例えばＤ 9 のポーンが動けばＥ10のキングがＤ10に移動でき，キングにカバーされ































ただし，Ｅの続きはｅまたはＯになる。これと同様に，5 および 6 の続きはＶとⅥ，あるいは15と16に
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図4　「三国志」の初期配置
Ⅲ　「日本のチェス・ゲーム」（Ｋ．ヒムリー）
　日本人のチェス・ゲームであるšō-giについては，すでにChinese Repository第 9 巻631ページに短
い紹介があるし，また後にはペリー提督のNarrative of the expedition of an American squadron to the 
China seas and Japan, performed in the years 1852-54第 2 巻や『ドイツ東洋文化研究協会会報』1874
年号（＊原注 1），ファン・デァ・リンデ博士の『チェス・ゲームの歴史と文献』第 1 巻94ページ以下で
も扱われている［将棋に関する文献については訳者解説参照］。





















　＊原注 2　San sai tsu i［『和漢三才図会』］第17巻，5aページ参照 10）。
　＊原注 3　 このゲームについては次稿参照［Himly, Karl （1879）: Einige Worte über das persische Brettspiel Nerd. 










































































揺れがみられる［11 ～ 13世紀の文献には将棋を「将碁」と表記している例もある 18）］。
　＊原注 6　ヘップバーン（1872）『和英語林集成』第 2 版（上海），262ページのkomaの項にある中国の文字を参照。
　図 5 の 7 ～ 9 列目にみられる記号は，コマの裏側に書かれたものであり，個別に後述する。
　コマの動き方は以下のとおり。
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れば，h2 あるいはh1 から，h9 やa2 あるいはa1 へと移動し，取ることができる。裏返ると，riyō-ō（中
国語ではluṅ waṅ）すなわち「竜の王」に成り，元々の動きに加えてキングの動きを手に入れる（図 5 の
b8 のマス参照）。
　（ⅡＢ）kakuは，我々のビショップとまったく同じ動きをする。つまり，他のコマによる障害がなけれ
ば，b2 から，i9 やa1，c1，a3 へと移動できる。裏返ると，riyō-ma（中国語ではluṅ ma）すなわち「竜の
馬」に成り，元々の動きに加えてkinの動きを手に入れる（いわゆる「草文字」でriyō-maと書かれたコマ
がある図 5 のh8 のマス参照）。
　（ⅢＡ）kō-šaあるいはyariは，初期配置は我々のルークと同じであるが，動き方は部分的にしか一致
していない。障害さえなければ，a列とi列をボードの端まで前進することができるが，後や横に動くこ
とはできない。裏返るとkinになり，元の動きは失う（図 5 のa9 とi9 のマス参照）。
　（ⅢＢ）（＊原注 7）kei-maは，我々のナイトと同様に動くが，前方 2 マスにしか「桂馬跳び」ができず，
後にも横にも行けない。つまり，我々のコマは 8 マスに動けるが，当地のコマは，b1 からa3 とc3 のよ
うに 2 マスにしか動けないのである［図「桂馬の動き方」省略］。我々のナイトと同様に，kei-maは他のコマ
を跳びこえることができる唯一のコマである。裏返るとkinになり，元の動きは失う（図 5 のb9 とh9 の
マス参照）。

































　　　　　　 （1）Šogi ken sai［福島順喜『将棋絹篩』1804，定跡書］，（2）Šogi hitori keiko［福島順喜『将棋独稽古』
1758，定跡書］，（3）Šogi ho šiki［6 代大橋宗英『将棋歩式』1810，定跡書］，（4）Šogi haya šinan［大橋宗英・
大橋柳雪・大橋宗珉『将棋早指南』1839，定跡書］，（5）Šogi miyō šu［3 代大橋宗桂『将棋衆妙』1646，詰
将棋集］，（6）Šogi koi mo šogi［詳細不明］，（7）Šogi kisen［6 代大橋宗英『将棋奇戦』1811，棋譜集］，（8）
Šogi sui kin［夢華道人『将棋粹金』1812，棋譜集］，（9）Šogi setsu miyō［6 代伊藤宗看『将棋絶妙』1823，棋
譜集］，（10）Šogi mei giyoku［10代大橋宗桂『将棋明玉』1814，棋譜集］，（11）Šogi ki han［大橋柳雪『将棋
軌範』発行年不明，棋譜集］，（12）Šogino dzukko［伊藤看寿『将棋図巧』1755，詰将棋集］，（13）Šogino yo 
šin dzu šiki［3 代大橋宗与『将棋養真図式』1716，詰将棋集］，（14）Šogi giyoku dzu［桑原君仲『将棋玉図』
1836，詰将棋集］，（15）Šogi tama te bako［岡文器『将棋玉手箱』1790，棋譜集］，（16）Šogi do kan šo［和中
氏『象戯童翫集』1828，詰将棋集］，（17）Šogi šučin tedan［庭川庄左衛門『将棋袖珍手段』1763，定跡書］，（18）




のである。1 番はFukužima Žunki［福島順喜，民間の強豪棋士］によるもので，Ohaši Riyō-Yei［大橋鐐英，
後の大橋宗珉］が監修している。3 番と 7 番はOhaši Soyei［6 代大橋宗英］，5 番はOhaši Sokei［3 代大橋
宗桂］，11番はOhaši Ešun［大橋英俊，後の大橋柳雪］，13番は 3 代目Ohaši Soyo［大橋宗与］の著書である。






　☗ 7 六歩☖ 3 四歩☗ 8 六歩☖ 2 四歩☗ 2 二角成☖同銀☗ 2 六歩☖ 3 三桂☗ 1 六歩☖ 1 四歩☗ 1 三桂
☖ 1 五歩☗ 2 五歩☖ 1 六歩☗ 2 七飛☖ 2 五桂☗同桂☖ 3 一銀☗ 3 三角☖ 4 二金☗ 1 一角成☖ 3 二金☗
3 三桂不成☖ 2 二銀☗ 1 二馬☖ 5 四角☗ 2 四飛☖ 3 三銀☗ 2 一飛成☖ 4 二玉☗ 2 九香☖ 2 七歩☗ 3 八
銀☖ 3 五桂☗ 1 四桂☖ 4 四歩☗ 2 三歩☖ 8 四歩☗ 2 二歩成☖同金☗同馬☖ 2 一角☗同馬☖ 2 四飛☗ 4
三金☖ 5 一玉☗ 3 二金☖ 2 八歩成☗ 2 二桂成☖同銀☗同金☖同飛寄☗同馬☖ 2 三金☗ 3 一飛☖ 4 一桂
☗ 3 二馬☖ 6 二玉☗ 4 一飛成☖ 7 二玉☗ 4 三馬☖ 6 二金☗ 6 一銀☖ 8 三玉☗ 6 五馬☖ 7 四歩☗ 4 四龍
☖ 7 三金☗ 7 五歩☖ 8 二玉☗ 7 六歩☖ 6 四金☗ 4 二龍☖ 7 二歩☗ 6 六馬☖ 4 七桂不成☗同銀☖ 2 九と
☗ 8 四馬☖ 1 九と☗ 7 三桂☖ 2 九飛成☗ 8 一桂成☖同玉☗ 7 三歩成☖ 8 二香☗同と☖同玉☗ 8 三香☖










































































　もっとも古い文献は，1840年に刊行されたChinese Repository第 9 巻に収められた “Notices”という
無記名記事である。1832年から1851年まで広東で刊行されていた同誌は，アジアで活動するプロテス
タントの宣教師のための雑誌であり，この記事では「日本人の家庭生活や風習，出生，結婚，葬儀など」










































































たという（当時の）通説には懐疑的である 45）。一方，リンデは，将棋は仏教とともに 9 世紀に伝来したと
述べ，さらに，アジアでチェス系ゲームが盛んなのはとりわけ仏教の国だとして「ビルマ，シャム，チベッ
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1） Vgl. Deutsche Biographie.




いるのか判断できない。Vgl. Schön （2013: 46ff., 75）. 本文には反映できていないが，本稿における中国語のアルファ
ベット表記に関して，鵜飼亜須佳氏に拼音についてのアドバイスを受けた。また，同氏には中国語文献に関してもご
助力いただいた。ここに記して感謝する。
4） Vgl. Ziethen （2017: 37）.
5） Vgl. Himly （1870b: 107）.
6） 邢（2018：157）参照。
7） 邢（2018：157）参照。












“Kakugyō”と表記するのが一般的である。Vgl. Banaschak （2001: 14）; Michels （2014: 18）.
14） 香車に関しては，現在のドイツ語圏では，“Kyosha”あるいは“Kyōsha”と表記するケースと，ヒムリーと同様に「こ






















21） Vgl. Jones （1799）; Himly （1870b: 111f.）.
22） 同作は，小説という体で書かれたチェス解説書と呼んでもさしつかえない内容になっている。さまざまな手筋も紹
介されており，「アナスタシアのメイト」（ナイトでキングを端に追い詰め，ルークでメイトにする手筋）の名称は，こ
の作品に由来する。Vgl. Rudolph （2010: o.S.）.




















26） Vgl. Linde （1874: 85ff.）.
27） 九宮や仕・士，炮などを紹介している。Vgl. Selenus （1616: 36ff.）; Linde （1874: 85）.
28） さらに，ヒムリーは，シャンチーにはボードの大きさやコマの数など，様々なバリエーションがあったことにも言及












阪南論集　人文・自然科学編 Vol. 55 No. 2
30） 増川（1996）によれば，将棋がヨーロッパに知られるようになったのは1920年代からであり，広く知られるようになっ
たのは1970年代以降である。増川（1996：166以下）参照。




台の戦車」という意味だとしている。Vgl. Anonym （1840: 631）; Himly （1870b: 115f.）.
33） Vgl. Banaschak （2001: 49）.













Vgl. Himly （1873: 124, 126）；Linde （1874: 94f.）.
39） ただし，「相」には「大臣」や「補佐役」という意味もあるため，戦争を模したゲームのコマの名称として違和感はな
い。実際，今日のドイツ語圏では，「相」は“Minister（大臣）”と訳されているし，ドイツ語圏のゲームのコマとして





42） Vgl. Linde 1874: 95.
43） 世界各地におけるチェス系ゲームの「車」のコマは，ほとんどすべて飛車と同じ動きをするが，「宝応象棋」の「車」
と香車は後に動けないという点に特色がある。ヒムリーは，両者の共通性を指摘した最初期の研究者である。Himly 





なかに置かれることを挙げている。Vgl. Himly （1870b: 115f.）. なお，将棋の中国伝来説に関して，松岡（2014）は，『玄
怪録』に記されたシャンチーの原型が日本に伝来したのではなく，同書の記述をもとに日本の宮廷で将棋が「創作さ
れた」という説を提唱している。松岡（2014：138以下）参照。
46） Vgl. Himly （1873: 126）; Linde （1874: 83）. なお，岡野（2007）によれば，現在プレイされているチェス系ゲームのう
ち，競技人口が100万人を越えるものは，チェス（約 5 億人），シャンチー（約 5 億人），将棋（約1,500万人），チャン
ギ（約700万人），マックルック（約500万人）の 5 つしかない。岡野（2007：5）参照。
47） Vgl. Himly （1885: 3 f.）.
48） 増川（1996：36以下）；古作（2014：24）参照。
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